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TOWA International school




募集要項
1.コース　
・進学2年コース　　　　　4月入学

・進学1年6カ月コース　　10月入学

入学者が日本の大学、大学院、専門学校へ進学するためのコースです。

日本語の言語能力の面、日本での生活面、あらゆる面で、学院がサポートします。
すでに日本国内で就職できる学歴・技術資格がある学生は、進学ではなく就職することも可能です。

2.進学コース概要

	
	2年コース
	1年6カ月コース

	入学
	4月
	10月

	クラス定員
	20名
	20名

	週時間数
	20時間
	20時間


	総時間数
	1600時間
	1200時間

	募集定員
	60名
	40名

	授業時間
	週5日制（月～金）土日祝日休み

	二部制
	午前クラス9：00～12：30

午後クラス13：00～16：30

	長期休暇
	春休み・夏休み・秋休み・冬休み


3.学校納付金
・所定の期間内に初年度は必ず一括納付での振り込み入金です。
・次年度のみ半年分割が可能です。
・授業料には卒業課外活動費用と校内異文化体験活動費用が含まれています。

・それ以外の課外活動は実費となります。
· 振込先◆
· 振込人は入学予定者である学生本人の名前、フルネーム（パスポートと同じアルファベット）でお願いします。

· 海外送金手数料は振込人負担となります。
	NAME OF THE BANK 
	THE TAMA SHINKIN BANK TOKYO,JAPAN

	SWIFT BIC (海外送金用コード)
	TAMAJPJT

	ACCOUNT HOLDER’S  NAME
	TOWA SOLUTION ENGINEERING 
TOWA INTERNATIONAL SCHOOL

	BRANCH NAME
	YAGICHO

	ACCOUNT NO.
	064-0220483


4申し込みから入国までの流れ
⑴出願

・応募資格　①母国で12年の学校教育を修了した者またそれに準ずると認められた者

　　　　　　②経費支弁を確実に資料として証明できる者

　　　　　　③日本語教育機関にて150時間以上の修了証明書がある者、また下記の申請者提出資料中の日本語検定などで日本語能力を証明できる認定書がある者
＊（いずれか一つで構わないが、二つ以上ある場合はどちらも提出）
· 出願方法　

東和国際学院の職員が現地にいる際に直接出願、または郵送、オンラインにて出願してください。
　　郵送先：〒193-0836東京都八王子市日吉町13丁目32
　　　　　　　　　　　東和国際学院
⑵選考

選考方法　1.書類審査　

2.現地面接　A）簡単な日本語筆記試験　B）本人との面接

・合否結果は出願者に、東和国際学院から、ご連絡いたします。
・「在留資格認定証明書交付申請書」を東和国際学院が、東京出入国在留管理局に代理申請いたします。（交付結果は申請日から約三か月後）
⑶在留資格認定証明書の交付結果

①「在留資格認定証明書」の交付結果が東京出入国在留管理局からご連絡届き次第、すぐにご連絡致します。（交付結果は申請日から約三ヶ月後）
②「入学許可書」・「在留資格認定証明書」・「学費請求書」をメールなどで送信します。そちらを確認後、初年度学費等納付金（794,200（税含）円）をお振込みください。
③学費納付金入金を確認次第、「東和国際学院入学許可証　原本」「在留資格認定証明書　原本」「学費請求書　原本」「資格外活動許可申請書　原本＊」をお送りします。

＊資格外活動許可申請書とは、日本の成田空港・羽田空港へ到着後、その空港で、在留カード交付手続きとともに申請できる書類です。その申請書を提出し、許可がおりないと、日本国内で留学生はアルバイトをすることはできません。
《在留資格認定証明書が不交付の方》
・東京出入国在留管理局へ提出した原本資料は入管規定により申請者に返却されません。
・再発行ができない「卒業証書」「中国統一試験結果」などの原本は返却されます。
・不交付の方には、東京出入国在留管理局からの「不交付理由」と上記の「卒業証書」など入管から返却された原本を返送いたします。
⑷在外公館（大使館・領事館）でビザ申請
パスポート・入学許可証・在留資格認定証明書を持参の上、各個人で申請します。
⑸ビザ発給

・ビザが発給されましたら、ご自身で航空券のチケットを購入してください。
・入国日が決まりましたら、必ず、東和国際学院に電話・メール・ＦＡＸでご連絡をお願いします。
・空港送迎サービス（有料）をご利用される場合は、入国日は土日祝日は避けてください。（学院は基本的に土日祝日休みのため）

・空港送迎サービスの都合上、こちらから来日日程を指定することもあります。
⑹来日

・来日当日、空港から東和国際学院までの送迎サービスをご希望の方は、入国日と搭乗便を必ず学院へ連絡してください。双方で空港での待機場所・時間など打ち合わせが必要です。
・送迎サービスを利用しない学生は、8：30～16：00の間に学院に来てください。来日後の学院スケジュールを説明致します。学院営業時間は17：30までですが、説明に時間がかかりますので、なるべく早い時間帯に来校してください。来校時間が事前にわかる場合は、先にご連絡ください。

東和国際学院　必要提出書類一覧
◆申請者（学生）本人の提出書類
＊所定用紙はデータでこちらから配布します。
	申請書類
	注意事項

	願書（所定様式）
	· 申請者本人が記入すること

· 氏名は公的書類と同様に記入すること
· 願書の中に「留学理由書」を入力する欄があります。
· 別紙で「留学理由書」を作成してもかまいません。

日本語で書けない場合は　母国語と翻訳文書を別途用意してください。

	（最終学歴から５年以上経過者）
留学理由書（任意様式）１部
進路説明書（任意様式）１部
	· 最終学歴から5年以上経過している方は任意様式で【就学理由書】と
【進路説明書】をそれぞれ作成すること
· 日本語で書けない場合は、母国語と翻訳文書を別途用意してください。

	誓約書（所定様式）
	· 申請者本人と支弁者本人の記入が必要

	最終学歴の卒業証書
	· 原本は後日返却
· 卒業証明書は不可

	学歴認証書・高考認証書
	＜中国・ベトナムの申請者のみ提出＞

	最終学歴の成績証明書
	· 全学年分が記載されているもの

· 大学在学中の場合：高校と大学の成績証明書

· 大学院在学中の場合：大学と大学院の成績証明書

	在学証明書
	· 申請者が在学中の場合のみ
· 卒業見込み日が明記してあること

	日本語学習歴の証明書
	· 現地日本語教育機関発行のもので、学習時間が150時間以上あるもの

	日本語検定試験合格書等
	· 日本語能力試験（JLPT）N5以上

· NAT-Test　Ｎ5以上

· BJTビジネス日本語能力テスト　J5以上

· J-TEST　F級以上の認定、または250点以上

· TOP-J　初級A以上

· STBJ標準ビジネス日本語テスト　350点以上
· J-CERT生活職能日本語検定　ｂコース中級検定合格

	在職証明書
	· 社会人経験がある場合、または現在在職中の場合

	証明写真6枚
	· 三カ月以内に撮影したもの

· 縦4㎝×横3㎝

· すべて同一のもの

	パスポートのコピー
	· 記載があるページをすべてコピー（すでに取得している者のみ）

	親族関係公証書
	· 公的機関から発行されたもの(原本)
· 日本に親族がいる場合は、その親族の在留カード両面コピー

	戸籍を証明する資料

出生地を証明する資料
	· 戸口簿はコピーで可、表紙から裏表紙まですべて（中国のみ）
· ベトナムの場合は、出生証明書と戸籍謄本の写し

	身分証明書のコピー
	· 氏名、生年月日、住所など詳細記載があるもの


◆経費支弁者の提出書類（日本国外在住）申請者の６親等以内の親族に限る
（国によって、東京出入国在留管理局には提出不要ですが、東京出入国在留管理局から求められたときに、すぐに提出できるように、皆様にご準備をお願いしております。ご了承ください。）

	必要書類
	注意事項

	経費支弁書（所定様式）
	· 経費支弁者本人が記入、捺印をすること

	経費支弁書者の家族一覧表（所定様式）
	· 経費支弁者の家族（配偶者及び子、同居別居の有無問わず全員）及び経費支弁者と同居する者のリスト
· 経費支弁者本人が作成し、作成日及び署名（押印可）したもの

· 国籍、氏名、性別、生年月日、年齢、職業、居住地、同居・別居の有無

	戸籍を証明する資料

出生地を証明する資料
	· 戸口簿コピー、表紙から裏表紙まですべて

· 支弁者家族全員

	経費支弁者と申請人との関係を立証する文書
	· 公的機関から立証された文書

	預金残高証明書
	· 金融機関発行、原本

· 定期預金の場合は存期が入学予定月まであるものが望ましい

· 中国は預金証書となる「存単」も提出。（コピー）

	預金残高証明書で証明された資金を形成するに至った経緯書
	· 通帳コピー（過去三年分）

· 不動産売買契約書など
· 自営の場合は損益計算書、決算書など（過去三年分）

	収入証明書
	· 過去3年分

· 氏名・生年月日・性別の明記があり、3年間の給与所得・賞与所得・その他所得のすべての記載があること

· 会社側が本人に代わり支払った所得税についての記載があること

· 会社責任者・経理責任者のサイン捺印があること

· 社用箋で作成されたものが望ましい

	納税証明書
	· 過去3年分

	在職証明書
	· 経費支弁者が会社員の場合

⑴業種・所属部署・役職・在職期間等詳細な記載があること

⑵会社名・会社責任者名・会社連絡先・サイン捺印があるもの

⑶社用箋で作成されたものが望ましい
· 経費支弁者が個人経営者の場合

営業許可証　原本副本のコピー

· 経費支弁者が会社役員の場合

法人登記簿謄本など原本


◆経費支弁者の提出書類（日本国内在住）
	必要書類
	注意事項

	経費支弁書（所定様式）
	・　経費支弁者本人が記入、捺印をすること

	住民票
	· 世帯全員の記載があるもの（マイナンバー未記載のもの）
· 外国人の場合は世帯全員の在留カードのコピー（表裏）

	支弁者本人名義の預金残高証明書
	· 金融機関発行、原本
· 定期預金の場合は存期が入学予定月まであるものが望ましい。

	預金残高証明書で証明された資金を形成するに至った経緯書
	· 通帳コピー（過去三年分）

· 不動産売買契約書など

	納税証明書
	· 市区町村発行のもので総所得金額が記載してあるもの

· 過去3年分

· 源泉徴収票
· 住民税課税証明書（源泉徴収票がない場合）

	在職証明書
	· 支弁者が会社員の場合

1 業種・所属部署・役職・在職期間記載があること
2 会社名・会社責任者名・会社連絡先、サイン捺印があるもの
⑶社用箋で作成されたものが望ましい

· 支弁者が個人経営者の場合

税務署への開業届の控えコピーと税務署受領印のある青色確定申告書の控えコピー
· 支弁者が会社経営者の場合

登記事項証明書、法人登記簿抄本の原本


提出書類における注意事項
⑴提出書類には、すべて日本語翻訳を別紙で添付が必要です。翻訳書類には下欄に翻訳者氏名・住所・電話番号を記入し、氏名右に捺印、またはサインをしてください。

⑵コピーは原寸大でA4サイズでお願いします。
コピーしたものを再度コピーすることは避けてください。両面コピーは禁止とします。
⑶コピーした書類には、余白にコピーした者の氏名・申請者との関係・コピー実施年月日を書いてください。

⑷各種証明書は、入国管理局に申請する日から３カ月以内の発行日のものしか受付できません。

⑸各種証明書には、発行日・発行機関名・発行機関住所・電話番号・発行者職務・氏名（サイン）の記載が必要です。

⑹書類の訂正に修正液は不可です。
⑺当学院が必要だと判断した場合は、上記以外の資料の提出をお願いする場合もあります。

⑻卒業証書や日本語能力試験合格書などの原本を除き、返還はできません。
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